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っている｡ そこでは,Cartan型超リー代数 W(n),S(n),H(n)等の中の最も基本的な系列である W
(n)の表現を考察している｡ この型の超リー代数の表現論は種々の観点からして興味ある研究対象である.
W(n)のA(n)上の自然表現 ¢のm回テンソル積(¢⑳m,㊥mA(n))を分解するために,End(㊨mA
(n))の中での ¢⑳m(W(n))の交換代数を考える必要がある｡ この交換代数 cmは参考論文において,汰
定されている｡
(*)⑳mA(n)上のEnd【m]の自然な表現を◎mとし,◎m(End【m])がEnd(㊥mA(n))において生成す
る代数をEmとするとき,交換代数 cm は,m≦nまたはn-1の条件の下では,代数Emと一致する｡
これを踏まえて,主論文では,n-1の場合ではあるが,非常に興味ある結果が得られている｡ そし
て,一般の nの場合に現れるであろう現象が全て,萌芽ではあるが,現れていると思われる｡ その意味
でも重要な結果である｡ 主要な結果は,次の二つにまとめられる｡
1.超リー代数 W(n)の既約表現と,代数Emの (従って,半群Endlm]の)既約表現との間の111対
応が与えられている｡ これは,古典的なGL(n)とm次対称群の場合の一般化であり,Weyl-Howe型の
対応と呼び得る｡
2.既約ではないが,分解不能 (indecomposable)である表現が,2つの代数 W(n),Endlm]の双方
- 239-
に現れる｡これらを種々調べて,分解不能表現の間の対応に関する詳しい結果が与えられている｡ これは
nが一般の場合に対する状況を類推させることもあり,重要な貢献である｡
申請論文で取り扱われている2つの代数,超リー代数 W(n)と半群End【m]とは,いずれも半単純では
なく,自然に,既約ではない分解不能表現が現れてくる｡ これらの表現の交錯する状況は極めて複雑であ
り,また,どのように記述すれば良いかも明らかではない｡このように,問題を複雑にしている重要なポ
イントを整理すると,次のようになる｡
(1)分解不能表現が自然にかつ本質的に現れる｡ 従って,既約表現だけでは,状況を正確には記述でき
ない｡
(2)他方,分解不能表現による表現の直和分解は,存在するとは限らない｡従って,表現の組成列
(compositionseries)を用いる訳だが,ここには記述の多様性がある｡
申請者が,主論文を含む一連の研究で,こうした未開拓の困難な分野において,先駆的業績を上げてい
ることは,高く評価される｡ また,この方面の研究は,将来的には大きな発展が望まれるところであり,
広い範囲の未開拓分野が残されている｡ 申請者の研究はこの方面-の進展に対する大きな貢献である｡
よって,本申請論文は博士 (理学)の学位論文として価値あるものと認める｡
主論文および参考論文に報告されている研究業績を中心として,これに関連した研究分野についても試
問した結果,合格と認めた｡
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